
科学研究費助成事業　　研究成果報告書

様　式　Ｃ－１９、Ｆ－１９、Ｚ－１９ （共通）

機関番号：

研究種目：

課題番号：

研究課題名（和文）

研究代表者

研究課題名（英文）

交付決定額（研究期間全体）：（直接経費）

２７１０４

若手研究(B)

2014～2011

東アジアにおける子どもを喪失した夫婦の悲嘆過程とケアの検討

Examination of a grief process and the care of the couple who lost a child in the 
East Asia

３０４５３２３６研究者番号：

吉田　静（YOSHIDA, SHIZUKA）

福岡県立大学・看護学部・助教

研究期間：

２３７９２６６５

平成 年 月 日現在２７   ６ ２４

円     2,700,000

研究成果の概要（和文）：1年目に行った文献研究では、中国、韓国ともに子どもを喪失した夫婦へのケアは行われて
いないことが明らかになった。また看護教育の中に死別ケア教育が取り込まれていたが十分な時間ではなかった。また
グリーフプログラムの先進国であるアメリカのグリーフプログラムの視察した。2年目3年目は研究を実施する予定であ
ったが外交問題による反日運動の活発化、社会不安により渡航することができなかった。4年目に実施予定であったが
、研究者自身の体調不良のため研究成果を出すことがないまま終了してしまった。しかし本研究に興味を持った協力者
と出会えたことから今後、アジア全体を俯瞰した死別ケア研究を実施したいと考えている。

研究成果の概要（英文）：In the documents study that it performed in the first year, it became clear that, 
the care to the　couple who lost a child were not performed in China and Korea. In addition, bereavement 
care education was taken in nursing education, but was not enough time. Of American grief program which 
is a developed country of grief program again inspected it. I was going to carry out a study in the 
second and third years, but was not able to make a voyage by activation of the anti-Japan exercise by the 
diplomatic dispute, social uneasiness. I was going to carry it out in the fourth year, but have been 
finished due to poor physical condition of the researcher. However, I want to carry out the bereavement 
care study that overlooked the Asian whole in future because I was able to meet the cooperator who was 
interested in this study.

研究分野： グリーフケア
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様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９、Ｚ－１９（共通） 

１．研究開始当初の背景 
 近年、日本での死別ケアの対象は胎児から
終末期まで幅広く、また遺された家族へのケ
アまで全人的に行われている。そのケアもホ
スピスや緩和ケア病棟といった限られた場
所だけではなく一般病院・地域在宅へ広がり
を見せている。海外では死別ケア研究が多く
行われているが、その中心は欧米諸国であり、
日本を含むアジア人に焦点を当てた研究は
少ない。 
２．研究の目的 
 東アジアにおける子どもを喪失した夫婦
の悲嘆過程とケアの実態、ケアニーズを明ら
かにし、子どもを喪失した夫婦へのケアモデ
ルを提案する。 
３．研究の方法 
平成 23 年度（1年目） 
 中国、韓国の死に対する文化的背景、宗教
観、死別体験者へのケアなど文献研究を行い、
各国の文化的側面に沿った悲嘆過程と死別
ケアの実態を明らかにする。またグリーフケ
アプログラムの先進国であるアメリカのグ
リーフケアプログラムの視察をすることで、
東アジアにおける死別ケアモデルを検討す
る。 
平成 24 年度（2年目） 
 中国人、韓国人の子どもを喪失した夫婦へ
面談を行い、悲嘆過程の経過と感情の変容、
提供された死別ケアとケアニーズを明らか
にする。また看護者が提供しているケアや支
援について詳細に尋ね、死別ケアの実態を探
り、中国、韓国の看護状況と夫婦の求めるケ
アニーズの差を明確にする。 
平成 25 年度（3年目） 
 平成 24 年度に研究を実施することができ
なかったため中国韓国へ渡航し、研究を遂行
する。 
平成 26 年度（4年目） 
 平成 24，25 年度に社会不安を主として、
中国韓国へ渡航しての研究を行うことがで
きなかったため、両国にて研究を実施した 3
年間の研究成果をまとめる。 
４．研究成果 
(1）文献研究 
 対象文献は「医学中央雑誌 WEB 版（1989～
2011）」、「PubMed(1989～2011)」であり、「中
国」「韓国」「死」「文化」「看護」「助産」「教
育」のキーワードを掛け合わせ得られた文献
のうち、中国、韓国の死生観や宗教観に関す
るもの、看護や助産教育の内容が記載されて
いるものを選択した。 
➀中国人、韓国人の子どもを喪失した夫婦の 

死別ケア研究 
 中国において「高齢者」を対象とした悲嘆 
研究報告が 1件見られたが、中国、韓国とも 
に子供を喪失した夫婦の死別ケアに関する 
研究論文は見当たらなかった。その理由とし 
て、中国では家族との死別悲嘆は個人で処理 
すべきであり、公の場で他人と分かち合うこ 
とが奨励されていない文化があり、韓国では 

看護基礎教育の中でホスピスケアがほとん 
ど行われておらず、一般に認知されていなこ 
とが考えられる。しかし死生観に関する研究 
は多く行われており、死と向き合った経験の 
有無や個人の宗教観が「死への恐怖」「来世 
への期待」などに大きく影響していることが 
明らかになっている。 
②中国、韓国の死別ケアの現状と中国、韓国 
の看護・助産教育の内容と現状 

 両国ともに教育科目の中に「臨終看護（中
国）」「ホスピスケア（韓国）」が含まれてい
るが看護教育者の数自体が少なく、学生に十
分な教育を行うことができていない。しかし、
日本同様に看護教育が専門学校から大学、大
学院教育へと移行しつつあるため、今後充実
した教育が行われることで社会全体に広く
浸透すると考えられる。 
(2）グリーフプログラムの視察 
 平成 24 年 3 月、アメリカにおけるグリー
フプログラムに参加し、アジアと比較するた
めの検討を行うことを目的として Legacy 
Emmanuel Children's Hospital 、Oregon 
Health Science University、The Dougy 
Center の 3 施設を訪問した。 
➀The Dougy Center 

Dougy Center はオレゴン州ポートランド
にあり 1982 年、アメリカで初めて死別を体
験した子どもたちのピアサポートグループ
を提供する団体として設立され、センターの
役割は死別を体験した子どもたち、ティーン
ズ、成人（若年）、そして家族たちにそれぞ
れの体験を安心してシェアできる安全な場
所を提供することである。 
 研修では「グリーフとは何か」という概念
やセンターの理念に関する説明から始まっ
た。グリーフは喪失に対する当たり前の反応
であり、人によって表現方法は様々である。
特に子どもは「グリーフ」という言葉自体を
認識していないこともあるため、センターに
来る子どもたちは、遊びを通してグリーフの
整理を自ら行う。そのため子どもに寄り添う
ファシリテーターは子どもに口出しするこ
となく、指図することはない。あくまでもグ
リーフ体験者に「センター」という場を提供
しているだけであった。 
 研修では講義を受けるだけでなく、演習も
多く取り入れられていた。それは参加者自身
が子どもになりきって学ぶためである。その
ため自分自身も子どもになりきってコミュ
ニケーションスキルを学習した。さらに参加
者同士で「子ども役」「ファシリテーター役」
になりきり、初日に学んだコミュニケーショ
ンスキルを生かして遊びの中でグリーフを
表現する体験学習を行った。最後に研修で学
んだ全てのスキルを用いて、実際のセンター
の企画・運営のロールプレイを参加者同士で
実施した。この体験を通して自分自身が一人
ひとりのグリーフを仲間として皆で分かち
合うことで、仲間の暖かさを体感した。体験
を語るということに大きな意味があること



を知ったため欧米とアジアには文化的差異
があるが、アジアにおいても同様のプログラ
ムが必要であると痛感した。 
②Legacy Emmanuel Children's Hospital 
病院では、病棟（NICU、GCU など）を中

心に見学し、最後に看護師、心理士、ソーシ
ャルワーカーの 4名からアメリカにおける小
児看護や家族看護の現状について説明を受
けた。 
③Oregon Health Science University 
Oregon Health Science University を訪問し、
看護師・ソーシャルワーカー（以下 MSW）
として活躍している Jillan Romm 氏よりア
メリカでのペリネイタルロスに関する現状
やグリーフケアの状況などを講義として受
けた。Romm 氏は現在、産婦人科に所属して
おり主として流産や死産、新生児死亡によっ
て子どもを喪失した女性や夫婦を対象に面
談を行っている。私が最も知りたかったこと
は子どもを喪失した父親の悲嘆についてで
ある。日本では社会文化的背景として「男性
は泣いてはならない」「父親は母親を守る立
場である」という風潮が強く、喪失した悲し
みは夫婦共に同様であってもその思いや感
情の表出に差異が見られ、その後の夫婦・家
族関係にまで影響することもある。そこでア
メリカでの父親に対するグリーフケアの具
体的内容を知りたかったのだが、アメリカに
おいても父親は自らの感情を表出すること
は少ないということであった。そのため父親
に対して、悲嘆の経過や表現は男女によって
異なることやグリーフと愛着は同じもので
あること、また身体へ現れやすい症状（眠れ
ない、食欲不振、頭痛・胃痛・腹痛など）を
具体的に伝え、グリーフ経験者にとって当た
り前であること（正常な反応であること）を
助言しているとのことだった。また次子の妊
娠に対して恐怖を抱きやすいため、妊娠中か
ら継続して夫婦に関わっていると言われて
おり、教えていただいた具体的な内容を今後
の研究や教育に活かしたいと考えた。 
(3）中国、韓国における研究実施 
 平成 24 年度に中国、韓国へ渡航し、各国
において子どもの喪失経験を持つ夫婦、看護
職への面接を遂行する予定であったが、日中、
日韓の間で勃発した外交問題による反日運
動の活発化、社会不安により渡航することが
できなかった。 
平成 25 年度再度両国へ渡航し、研究実施

の遂行に努めたが、外交問題の影響が引き続
いており、研究協力者の紹介を受けることが
難しく、子どもを喪失した両親への面接を実
施することがかなわなかった。 
なお平成 24、25 年度は渡航しての研究実

施を行うことができなかったため、国内での
研究活動を中心に行った。 
 平成 26 年度、研究実施を行う予定であっ
たが、研究者自身が体調を崩してしまい（入
院）、研究成果を出すことがないまま終了し
てしまった。研究実施予定期間には成果を出

すことができなかったが、中国でのコーディ
ネーターが見つかり、またタイとブータンに
て研究に興味を持ってくださる協力者と出
会えたことから、今後は東アジアだけに目を
向けるのではなくアジア全体を俯瞰した死
別ケア研究を実施したいと考えている。 
平成 24 年 
①みんくるカフェ“悲嘆学スペシャル” 
6 月に長野県松本市で開催されたセミナー

に参加した。セミナーは 2 部構成であり、 
午前中の講演では、家族医療専門医である医
師の終末期医療（自宅での看取り）を中心と
した内容であり、看取りの場面で、医師とし
て配慮している点を 4 つ挙げられた。その配
慮する点は、①十分な身体的、精神的ケア②
家族とのコミュニケーション③多職種との
連携（医師、看護師、ケアマネなど）④症状
とケアについて十分な説明を行うことであ
った。また訪問看護師の講演では、終末期の
自宅での患者・家族との関わりだけでなく、
亡くなられた後にもお悔やみの手紙を出さ
れたり訪問されるなど、継続したかかわりを
持ち続けることで家族のグリーフに寄り添
ってあることが事例を挙げながら話をされ
た。亡くなられた後のかかわりという点では
看護師と同様であるが、立場の異なる葬祭業
の方のお話では、看護師同様にお悔やみの手
紙や訪問などを実践されており、遺された家
族の声に耳を傾けることを念頭に置いて誠
実にかかわられている実際を知ることがで
きた。最後に話された僧侶は、現代では病院
での看取りが大半を占めるようになり、看取
りや人の死が非日常的なことになってきて
しまっていることを危惧していた。僧侶とい
う立場柄、遺族の方に寄り添いすぎてもダメ、
つっこみ過ぎてもダメと心がけており、改め
てグリーフに寄り添う意味について考える
ことのできた時間であった。午後は、ワール
ドカフェとして、3 つのテーマから興味のあ
るテーブルに移動しながら様々な方々と話
をすることができた。特に今回、開催場所が
斎場ということから葬祭業者や僧侶の方、ま
た自分の終末期を考えている 80,90 歳代の方
も多く参加されており、性別や年代や職種を
超えた貴重な話を多く聞くことができたた
ことが自分に大きな刺激となった。 
②ドナ・シャーマン氏来日講演会 
3 月に視察した Dougy Center の所長であ

る演者であるドナ・シャーマン氏が 11 月に
来日し、東京にて行われた講演会と終了後に
行われたダギーセンター研修者交流会に参
加した。センターに通う子どもたちから学ん
だことを中心した講演内容であり、特に強調
されていたことは、大人の勝手な判断で子ど
もたちに嘘の情報を伝えたり、情報そのもの
を耳に入れない、また選択させないというこ
とはその後のグリーフや人生に大きな影響
を及ぼすということであった（例：母親が自
死で亡くなった事実を伝えず、家を出て行っ
たと話す。父親の死に目に子どもを立ち合わ



せないなど）。子どもの年齢に合わせた話し
方の工夫は必要であるが、嘘をつき続けるこ
とは難しく、嘘だと分かったときには「家族
の一員として考えられていない」ことへの失
望感が大きい。ドナ氏の経験から、大人（親）
が子どもにどう伝えようかと迷ったときに
は、そのままの気持ちを子どもに伝えるとよ
いとのことであった。 
ダギーセンター研修者交流会には 30～40

名の参加者があり、医療職だけでなく幼稚園
教諭や社会福祉士、ボランティアで子どもた
ちに携わる人々など様々な人たちが渡米し
て研修を受けていたことを知り、とても驚い
た。私自身は今春研修会に参加したが、交流
会で一緒に研修を受けた仲間に会うことが
できた。話をしていると、センターでの研修
後より仙台で行われている子どもたちのグ
リーフの会にボランティアで参加するよう
になったとのことであった。また行政ととも
にグリーフ施設や今までなかなか目が向け
られることが少なかった親を亡くした子ど
もたちのグリーフの時間を設けるなど様々
な試みが行われていることを知り、多くの刺
激をもらうことができた。 
平成 25 年 
①Coco カフェ～悲しみに優しくあたたかい
オアシス～ 

 2 月に長野県松本市で開催されたセミナー
に参加した。 
 午前中の講演では、遺族当事者の代弁を僧
侶である飯島惠道氏（東昌寺住職）が行われ
た。その講演の中で強く印象に残ったことは
「なぜ死んでしまったかと尋ねられれば、
『私が殺しました』と答えるのが本当の答え
だと思います」という言葉であった。また当
事者自身が今も胸に秘めている多くの思い
を知り、講演を聞きながら看護者である自分
自身の看護観も改めて考えた時間であった。 
 また遠山玄秀氏（上行寺副住職）はテーマ
「宗教家として、終活カウンセラーとして」
より、自分自身が行っている活動を中心とし
た講演内容であった。人の死は誰にでも必ず
訪れるものであり、避けられないことだから
こそ自らの「死」と向き合うように動いた方
がよく、具体的にはエンディングノートの作
成とその存在（内容を含む）を家族で共有す
ることを強調された。また自身が立ち上げら
れた「チームビハーラ」の取り組みを紹介さ
れ、人の死には家族の他、医療者（看護者）
や宗教家（僧侶など）、葬祭業者など様々な
人が関わっていることから、それぞれが個々
に活動するのではなく連携を持った上でグ
リーフを支えあうことが必要であると述べ
られた。 
 山崎浩司氏（信州大学准教授）は長きに渡
ってグリーフに関する研究を国内外で行わ
れている方である。テーマ「死別者支援とま
ち（コミュニティ）づくり」で死別者の置か
れた現状として、現代社会では死別の悲しみ
に個人で対処するしかなく、その悲しみは遺

族にしか認められていないことから公認さ
れていない悲嘆もあることが紹介された
（例：喪失対象との近い関係が公認されてい
ない《離婚後の夫婦、同性愛者など》、悲嘆
者の悲嘆能力が公認されていない《低年齢の
子どもなど》）。そのために共有すべき死や死
別の事実として、人は必ずいつか死に、孤立
していても必ず社会の中で死ぬこと、死別反
応は人それぞれであることなどを皆が知っ
ておく必要があるために町単位でのつなが
りが必要であると述べられた。この課題に対
して今後の 4つの提言を国外（主にイギリス）
の状況を紹介しながら終了した。 
①教育を通して全世代が死や死別の「事実」
を意識し共有するよう目指されている 
②死別者が必要なときに不安や疑問を解消
できる情報や機会が十分に提供されている 
③死別者やその支援者が政策立案に参加す
ることが当然視されている 
④死別者がそこで生活を続けたいと感じる
愛着のある物理的環境が整備されている 
 午後は、ワールドカフェとして 3 つのテー
マから興味のあるテーブルに移動しながら
様々な方々と話をすることができた。テーマ
は午前中の講演に引き続いて考えられるも
のが多く、特に遺族のメッセージは様々な発
言の中で聞かれたことから、参加者の多くに
とっても強く印象に残ったものと思われる。
また実際に家族（夫、子ども）を病気や自死
によって亡くされた方も参加されており、性
別や年代、職種を超えた様々な話を多く聞く
ことができた。その中では医療者に対する声
（不満や怒りなどが主）も多く聞かれた。今
回の内容を今後の看護教育に生かすことが
できるように自分自身が今以上に教育・研究
に力を入れる必要があることを感じた一日
であった。 
②第 15 回ヒューマン心理ケア学術集会 
 7 月に聖路加看護大学で開催された学会に
参加した。大会のテーマは「死別後もつづく
絆」であり、そのテーマに沿って 2 つの講演
（会長、教育講演）ともに死別によるグリー
フケアに関する内容であった。 
 会長講演では、会長の所属する聖路加看護
大学が運営している「天使の保護者ルカの
会」の活動内容を主として話された。会に参
加する子どもを亡くした親たちの話から医
療者や家族の無意識な言動が親を苦しめて
いることを改めて感じた（亡くしたことを早
く忘れなさい、次の子どもを作りなさい、交
通事故にあったようなものだよ等）。 
 教育講演では Nigel P.Field 氏の長年の研
究結果を元とした内容であり、死別と悲嘆を
愛着理論から理解することをテーマとした
ものであった。Nigel 氏は国際学術誌 Death 
Studies 副編集長であり、カンボジアをフィ
ールドとした家族を喪失した遺族の悲嘆と
トラウマ体験を主な研究を行っている。カン
ボジアでは近年まで独裁政権による大量虐
殺が行われていたことから、平静を取り戻し



た現在もその体験や記憶に苦しめられてい
る人が多いという。これはカンボジアだけに
当てはまることではなく、地球上で紛争や戦
争が行われている地域にも同様のことがい
える他、日本でも阪神大震災や東日本大震災
といった自然災害や多数の死傷者を出した
JR 福知山線脱線事故など交通事故、また自
死など暴力的な死別はカンボジアと同様で
あるといえる。この暴力的な死別となった場
合、複雑性悲嘆となりやすく正常な悲嘆経過
から外れた経過を辿りやすい（欝病や統合失
調症などへ移行しやすい等）。日本では死別
による悲しみへのサポートがまだあまり行
われていない現状であるが、今回の講演を通
して大切な人を亡くした遺族への画一的で
ない各人の求めに応じた支援が必須である
ことを学ぶことができた。 
 午後からは一般講演が行われ、各施設で取
り組まれているグリーフケアの実践や自助
グループの活動報告、学校で子どもに接する
スクールカウンセラーによる子どもとの関
わりが報告され、子どもたちへの心理的なサ
ポートの必要性を改めて痛感した。 
③「医療・介護従事者のための死生学」夏季
セミナー 

 8 月に東京大学で行われたセミナーに参加
した。 
 清水哲郎氏（東京大学特任教授）による「死
生学とは何か」「コアにおける死生の理解」
では、Thanatologyの日本語訳は一般的に「死
生学」である。 Thanatology の語源はギリ
シャ語の Thanatos（death；死）と logy（論）
であり、直訳すると「死学」となり、日本語
訳にある「生」は含まれない。日本で「死生」
という言葉が初めて用いられたのは「死生
観」（加藤咄堂著；1904）である。日本では
古来より「死」だけではなく、死と同時に「生」
も考えられてきた。それには仏教やキリスト
教など宗教が人々の思想に与えている影響
も大きく、日本には「輪廻転生」「甦り」「（キ
リストの）復活」といった言葉が存在する。 
 堀江宗正氏（東京大学准教授）による「20
世紀心理学の死生観」では、死生観には「ニ
ヒリズム的死生観」と「宗教的死生観」があ
り、それらは対立している。その対立の間に
派生したのが「心理学死生観」とされており、
その死生観は今後「スピリチュアルな死生
観」へと変容するだろうといわれている。こ
の講義では講師が心理学の専門家であるこ
とから、歴史上有名な心理学者であるフロイ
ト、ユング、フランクル、キュブラー・ロス
の著書内文章を主とした時代の流れによる
死生観の変化を学ぶことができた。フロイト
の生きた第 1 次世界大戦（1910 年代）の時
代から、キュブラー・ロスが活躍した 1960
年代まで 50年という時代が経過しているが、
その中で印象的であった言葉は「生は喪失の
連続である」「死があるからこそ生の一瞬一
瞬がかけがえのないものになる」である。戦
争という時代の流れの中で強く自らの「生と

死」を考えられてきた結果という点では、平
和な現代の日本に生きる自己の「生と死」を
深く考える機会がないような皮肉さを感じ
た。 
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